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９月９日(日)、ビッグルーフ滝沢を会場に『平成30年度 北上川上流盛岡地区合同水防訓練』が行われ
ました。滝沢市や盛岡市のほか、近隣の７市町において水防活動に従事する水防団員や消防団員、国、岩
手県、関係市町の水防関係者などが多数参加しました。

当日は水防技法の工法訓練や土のう作り訓練を行ったほか、国土交通省岩手河川国道事務所からは『排
水ポンプ車』の展示を行いました。

このような訓練を実施することで、いざという時に迅速かつ確実な対応をすることができます。緊急時
には国、県、近隣市町村が連携を取りながら対応することが求められます。

最近は、数多くの台風の発生や大きな地震が起こっています。自然災害はいつ自分の身に起こるのか予
測できないこともあります。自分の身は自分で守る、非常時の持ち出し物準備や避難場所確認など、普段
から自分でできる備えはしておきたいものです。

盛岡の人たちがこの時期楽しみにしているもののひとつである『鮭の遡上』。今年もついに、鮭たちが
中津川に帰ってきました！傷だらけになりながら懸命に泳いでいる鮭たちを見ると、「おかえり～！よく
頑張って帰ってきたね」と思わず声をかけたくなります。この時期になると、足を止めて中の橋や与の字
橋から川をのぞき込む市民の方々がたくさんいますね。

今では当たり前のように遡上の様子を見ることができますが、かつては見ることができませんでした。
きれいな川になったからこそ、見ることができるこの光景。これからも大事にしていきたいものです。

中津川に帰ってくる鮭たちは、約10,000㎞の回遊の旅をして逞しく育った鮭たちです。体中傷だらけ
になりながらふるさとの川に帰り、命がけで産卵行動をするのです。

おかえりなさい！待ってたよ～☆

【月の輪工】

【土のう作り】 【排水ポンプ車】

【改良積み土のう工】

実際にはその時の状況に応じて、適
切な方法（水防工法）で対応します！

【アオサギ 9/13 中津川にて撮影】
【9/26 加賀野待堰付近にて撮影】

【9/25 浅岸橋付近にて撮影】
も


